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応募資格

勤務内容

勤務場所

勤務時間

試 験 日

試験場所

試験内容

提出書類

受付時間

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
邑
久
は
、

「
女
性
と
女
児
の
生
活
の
向
上
」

を
支
援
す
る
た
め
の
奉
仕
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の

賞
に
該
当
す
る
女
性
を
探
し
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
人
、
該
当
者
を

ご
存
知
の
人
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
受
賞
者
に
は
、
賞
金
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

◎
女
性
に
機
会
を
与
え
る
賞

☆
学
業
や
職
業
上
の
目
的
を
達
成
す

　
る
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
る
女
性

☆
家
族
を
扶
養
す
る
経
済
的
責
任

　
を
負
っ
て
い
る
女
性

☆
職
業
訓
練
校
、
ま
た
は
大
学
在

　
学
中（
来
年
５
月
時
点
）の
女
性

◎
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
・
リ
チ
ャ
ー

　
ド
ソ
ン
賞

☆
地
域
や
世
界
を
よ
り
良
く
す
る

　
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
14
〜

　
17
歳
の
女
性

◎
女
性
の
為
に
変
化
を
も
た
ら
す
賞

☆
就
学
や
生
活
を
通
じ
て
、
地
域
社

　
会
で
女
性
と
女
児
の
生
活
向
上
さ

　
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
女
性

▽
応
募
期
限
　
12
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
邑
久

　
ア
ワ
ー
ド
委
員
長
　
藤
原
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
３
９
４
２

▽
日
時
　
11
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜

▽
場
所
　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ
　「
足
の
血
管
の
病
気

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」

▽
参
加
費
　
１
０
０
円（
講
義
の
み
）

※
食
事
指
導
を
受
け
た
い
人
は
、

　
５
０
０
円
（
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
２
３
４

　▽
日
時
　
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所
　
牛
窓
町
公
民
館

▽
内
容
　「
立
石
お
じ
さ
ん
の
岡

　
　
　
　
山
の
民
話
」

▽
講
師
　
立
石
憲
利
さ
ん

▽
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
市
婦
人
協
議
会

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
２
８
１
２

▽
日
時
　
11
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時

▽
場
所
　
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

▽
内
容
　
①
介
護
者
の
交
流
会

　
　
　
　
②
知
っ
て
得
す
る
介
護

　
　
　
　
保
険
最
新
情
報

▽
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
電
話
申
し
込
み
が
必
要

　
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
じ

　
さ
い

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
３
６
６

▽
日
時
　
11
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　
　
　
30
分

▽
場
所
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容
　「
認
知
症
に
つ
い
て
」

▽
講
師
　
武
田
則
昭
さ
ん
（
社
会

　
　
　
　
福
祉
法
人
　
旭
川
荘
　

　
　
　
　
旭
川
敬
老
園
園
長
）

▽
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
長
船
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
４
７
７
２

2223

くらしの情報くらしの情報

生
活
習
慣
病
教
室

講
演
会

家
族
介
護
者
交
流
会

お
さ
ふ
ね
介
護
教
室

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
邑
久

『
あ
な
た
』を
探
し
て
い
ま
す

　人間国宝から若手まで約70人の現代刀匠

が精魂込めて制作したお守り刀の展覧会です。

特別出品として、国宝・重要文化財の御刀

も展示します。

　現代に繋がる日本刀の美をご覧ください。

　主な展示品　現代刀匠制作お守り刀約70口、

　本阿弥家伝来の短刀 長重（国宝）、太刀 

　包永・刀 来国次（重要文化財）ほか

　期間　11月14日（水）～平成20年1月14日（月）

　【休館日：月曜日（祝日の場合は翌日に振

　り替え）、祝日の翌日】

　場所　備前長船刀剣博物館

　料金　一般500円、高大学生300円（20人

　以上は団体割引有）、中学生以下無料

　刀匠を撮り始めて26年。その結晶ともいう

べき、世界で初めての刀匠をモデルにした写

真展を開催します。

　内容　人間国宝の天田昭次・大隅俊平刀匠、
　無鑑査刀匠全16人、瀬戸内市ゆかりの刀匠8人

　期間　11月1日（木）～平成20年1月14日（月）

　ウエディングプロデューサーの提案する現

代の「お守り刀」を胸に挿した、花嫁たちの

ファッションショーを開催します。

　日時　11月18日（日）午後1時30分～
　その他　休館日・場所・料金は、左記と同様
■問い合わせ先
　備前長船刀剣博物館　 ０８６９―６６―７７６７

特別展「第２回お守り刀展覧会」 トム岸田写真展
「刀匠の肖像－伝統の技を伝える－」

お守り刀ファッションショー

　難病『脊髄小脳変性症』に侵され25歳の若さでこの世を去っ

た木藤亜也さん。10年間の闘病中に書き綴った日記を映画化し

た『１リットルの涙』を上映します。講演会では、亜也さんを

看病した母親の潮香さんから、家族の絆についてお話があります。

　映画・講演を通じて、命の大切さ、親子の絆について一緒に

考えてみませんか。

　日時　12月2日（日）午後１～４時

　　　　（午後零時30分開場）

　場所　ゆめトピア長船　2階大ホール

●映画上映　「1リットルの涙」午後1時～

●木藤潮香講演（手話通訳あり）

　「親と子の絆　～1リットルの涙～」午後3時～

　入場　無料（入場整理券はありません。直接会場へお越しください）

■問い合わせ先

　市人権啓発室　　０８６９―２２―３９２２

△
△

△
き　とう　あ　や

■人権啓発フェスティバル

「　　　　　　　 」映画と講演会

瀬戸内市教育を
考える会講演会

　どなたでも自由に参加できま

す。皆さん、お誘い合わせの上、

ご参加ください。

　日時　11月15日（木）

　　　　午前10時～11時30分

　場所　牛窓町公民館　大講座室

　講演　「山田方谷と教育」

　講師　朝森要さん（吉備国際

　　　　大学教員）

　参加費　無料

■問い合わせ先

　牛窓町公民館

　　０８６９―３４―５６６３

△

△
△

△
△

△
△
△

△
△
△
△

△

しお  か

ほうこく

ふり

ながしげ

かねなが らいくにつぐ

スポーツ公園員（臨時職員）募集

採用予定人員

問い合わせ・
応　募　先

１人

おおむね３５歳までで、パソコン
操作（ワード・エクセル程度）
ができる人

１１月１７日（土）

市牛窓支所２階　小会議室

面接

履歴書（写真貼付）

午前８時３０分～午後５時１５分

※週５日勤務

11月１５日（木）までの午前８時

３０分～午後５時（土・日を除く）

市邑久スポーツ公園

　０８６９―２２―２２１１

スポーツ公園一般事務

邑久スポーツ公園


